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(３) がん対策のロジックモデル（概要版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 中間アウトカム 最終アウトカム 

がんを知り、がんを
予防するとともに、
がん検診等による
早期発見・早期治
療の定着 
 
 
がんの罹患率の 
減少 

適切な医療を受け
られる体制の充実 
 
 
がんの死亡率の 
減少 

がんになっても自分
らしく生きることので
きる地域共生社会
の実現 
 
 
全てのがん患者お
よびその家族の苦
痛の軽減ならびに
療 養 生 活 の 質 の
維持向上 

早期がん割合の 
増加 

がん生存率の向上 

  がん検診 
受診率の向上 

   精密検査 
受診率の向上 

 喫煙防止 
 生活習慣の改善 
 がんの要因となる感染

症への対策 

• がん検診受診率の向

上取組 
• 検診の精度管理 

• 医療提供体制の均て

ん化・集約化 
• がんゲノム医療の推進 
• がんのリハビリテーション

の推進 
• 支持療法の推進 
• 希 少 がんおよび 難 治

性がん対策の推進 
• 手術療法の推進 
• 放射線療法の推進 
• 薬物療法の推進 
• チーム医療の推進 

• 診断時からの緩和ケア

の推進 

• 小児・ＡＹＡ世代の

がん対策の推進 

• 高齢者がん対策の推

進 

• 相談支援および情報

提供の充実 

• 社会連携に基づくがん

対策の推進 

• がん患者の社会的な

問題への対策 

１次予防 

２次予防 

医療提供体制 

• ライフステージに応じた

がん対策 

・がん研究 

・人材育成 

・がん登録 

・がん教育 

・県民運動 

・デジタル化    

基盤整備 

がん医療の充実 

がんとの共生 

喫煙率の減少 

手術療法／放射線

療法／薬物療法実

施件数の向上 

がんに携わる医師の

緩和ケアに対する理

解の向上 

病気や療養生活に

ついて相談できた 
がん患者の増加 

拠点病院および準

拠点病院の整備 

全体目標１ 

全体目標２ 

全体目標３ 

個別目標１ 

個別目標２ 

個別目標３ 

個別目標５ 

個別目標４ 

個別目標６ 

がん予防 

希望に応じた 
在宅療養への移行 

個別目標７ 

※各施策には、進捗状況を把握するための基本指標を設定 


